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D 161　　平地・階段歩行時の膝関節角度と筋活動への着衣の影響

〔(社)日本家政学会

　　　　昭和女大家政　猪又美栄子　清水薫　○加藤理子

　目的　日常の運動機能性に優れた衣服の設計を目的として、着衣が動作に与える影響を

解明する。着衣の形態による、平地・階段の歩行動作時の膝関節角度のパターンと下肢筋

の活動電位の変化、および拘束感の関係について検討した。

　方法　普通体型の女子学生10名を被験者とし、各々の腰部の体表展開図からタイトスカ

ートのパターンを作成した。スリットの明き止まりの位置の異なる５種類のスカートに、

比較のための水着を加え、６着を実験服とした。実験は、被験者の右脚にゴニオメータを

装着し、平地および階段を平常速度で歩行させて膝関節角度の変化を測定した。同時に、

表面電極法により右脚の４筋（大腿直筋・大腿二頭筋・前脛骨筋・誹腹筋）の筋電図を測

定した（テレメータ) 。また、官能検査も行なった。

　結果　①平地および階段上昇時の膝関節角度の変化パターンに着衣による差がみられた。

拘束の強い着衣では、片脚から両脚支持に移った直後に不自然な膝屈曲がみられた。また、

一歩行周期の膝関節の変化量は、拘束の強い着衣ほど小であった。

②平地および階段上昇時の下肢の筋活動に着衣による差がみられた。平地では前脛骨筋、

階段上昇時では大腿直筋の放電が拘束の強い着衣ほど大きくなる傾向が認められた。

③階段下降動作では、筋電図■膝関節角度とも着衣による有意差は認められなかった。
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膝間,節周辺のゆとり量が動作機能性に及ぼす影響-

　　　○冨田明美　　中保淑子

　隷上パンツにおいて、腰部・大腿部におけるゆとりの量と設定位s

能性を追究し、有効なゆとり量を見い出した。今回は、股関節ととも

腰部・大腿部と有機的に連携する膝関節を中心とした周辺に焦点をあ

に*えたゆとり量が動作後のパンツ形状回復性tiらびに身体拘束性iz及

検討した。

年齢21歳の成人女子３名である。実験用パンツパターンは、石膏包帯法

を平面展開して作成した。パンツに加えるゆとり量は、。躊躇姿勢時の体

、膝囲位の丈七幅に設定した。動作後のパンツ形状回復性は、モアレ法

と

い

休

し

あ

置

く

骨

小

着用ずれ量により評価した。また、身体拘束性については、歪計素子

て衣服圧を測定し、マルチテレメータにより表面筋電図を導出して評

幹部最大前屈、隷関節90‘　屈曲. 雖雁動作で行った。
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後のパンツが動作前の空隙状態に復元するためにii、膝関節周辺の

ことがわかった。2）動作後のパンツ着用ずれ量ならびにずれの方向

大きく影響する. 3)動作時における衣服圧は、幅にゆとりを加えた

ゆとりが身体の拘東を緩和することが明らかになった。4）動作中の

　大腿二頭筋、誹腹筋の放電量においても、幅にゆとりを加えたパ

く、身体負荷の軽減にゆとりが寄与することがわかった。


